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2会社概要

商号 株式会社テルミック

本社所在地 愛知県刈谷市小垣江町永田47番地

代表者 代表取締役社長 田中秀範

資本金 7,500万円

売上高 51億8,600万円(24/1期）

主要取引先
自動車部品関連航空機関連一般産業用機械関連
アミューズメント機器関連金型関連 他460社以上

従業員数 151名（24/7月末）

事業拠点

●日本国内
愛知県（刈谷市（本社）、知立市、常滑市、名古屋市）
島根県（松江市）、東京都（中央区）、福岡県（博多）
●海外
深圳市、大連市

刈谷オフィス

知立オフィス 島根オフィス 東京オフィス 名古屋駅前オフィス

（工場併設）

常滑オフィス（工場併設）

2017年 2019年 2023年 2024年 2024年※レンタルオフィス 2 0 2 0年 2024年

博多オフィス

3月NEW

OPEN

2024©TELMIC CO.LTD

8月NEW

OPEN
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2003年新設



3算定状況と目標イメージ
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Scope 基準年 排出量
（t-CO2）

目標年 削減率 排出量
（t-CO2）

１ 2022年 38 2030年 42％ 22

2 2022年 149 2030年 42％ 86

合計 2022年 187 2030年 42% 108 

2050年
（参考）

2030年

Scope1

Scope2

ネットゼロ

42%削減

2022年
（基準年）

GHG排出量
（t-CO2/年）

排出量の状況

SBT削減目標

短期目標

Scope1： 38t-CO2/年
Scope2：149t-CO2/年
Scope3：（カテゴリー6）19t-CO2/年
算定期間：2022年2月～2023年1月

2050年までのCO2排出量の実質ゼロ（カーボ
ンニュートラル）に向けて、
■Scope１と２について（事業活動分）
2022年を基準年として2030年に42％削減
を目指す（SBT1.5℃水準）

■Scope３について（バリューチェーン分）
今回の算定カテゴリーのほか、他カテゴ
リーも算定・削減に取り組む

2022年を基準年とした2024年度～2026年度の
3ヵ年における削減策
■削減量
約27t-CO2/3年間
■対策
電力のメニュー変更や証書購入による再エネ
化が有効な手段



4環境経営方針

2030

2025

2024

2023

2022

2021 太陽光発電

太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃分別活動

太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動

太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動

太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動+EV

太陽光発電+省エネ+再エネ電力+産廃リサイクル活動+EV

カーボンニュートラルに向けた2030年目標



5環境保全への行動指針と宣言

再生可能エネルギー率100％

常滑オフィスに太陽光パネル設置

設置済みの刈谷オフィスに加え

常滑オフィス（事務棟、工場棟）の屋根に

太陽光パネルを390枚設置

常滑ｵﾌｨｽの再エネ率は

平均41％

太陽光パネル設置により

2022年

10月

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2024年電力購入量(kwh)
総使用量
購入量



6環境保全への行動指針と宣言

CO²フリープランの導入

導入により

利用電力が

再生可能エネルギー

100%になります

2030年までに全拠点で導入予定
※現在、刈谷オフィスのみ導入



7DX推進3つのゼロアクション

紙の排除、業務の自動化、働き方改革を推進

情報の共有と効率化で残業が減少

テルミックは、DX化と従業員の満足度向上を目指しています

残業ゼロ

紙ゼロ ルーティンゼロ

労働環境の改善ワークライフバランスの確保

デジタル文化の確立 自動化とプロセス最適化
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8残業ゼロにむけた取組み

売上

増加

時間外労働が

増加傾向に

以下3つの取組みを実施し

前年から約30％の削減に成功

削減

6,650時間

17445時間

23133時間
24389時間

17739時間

2020年 2021年 2022年 2023年

ノー残業

デー

業務内容

見直し

勤怠管理

徹底

2024©TELMIC CO.LTD
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9

861,389 

455,747 
373,186 

228,728 

2020年 2021年 2022年 2023年

業務のデジタル化 タブレット
導入

紙ゼロにむけた取組み

3年間で

約70％の削減に成功

業務の

デジタル化

FAXの

電子化

帳票等の

電子化

削減

632,661枚

基幹システムの改修、新システムの導入を

実施するなど「業務のデジタル化」を推進

「FAXの電子化」や「帳票等の電子化」

の為タブレットを導入
2022年～

枚

枚

枚
枚

2020年～

2024©TELMIC CO.LTD
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10ルーティンゼロに向けた取り組み

2024©TELMIC CO.LTD
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